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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第３区分
【発行日】平成21年5月14日(2009.5.14)

【公開番号】特開2008-11272(P2008-11272A)
【公開日】平成20年1月17日(2008.1.17)
【年通号数】公開・登録公報2008-002
【出願番号】特願2006-180431(P2006-180431)
【国際特許分類】
   Ｈ０４Ｍ   3/56     (2006.01)
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【ＦＩ】
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【手続補正書】
【提出日】平成21年3月24日(2009.3.24)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　会議の発言者の発言の音声データを生成可能な複数の情報処理装置及び前記会議の発言
者の発言の音声データを記憶管理可能な議事録管理サーバから構成されるネットワーク会
議システムにおいて、
　前記情報処理装置は、
　第一の発言者の発言から音声データを生成する音声データ生成手段と、ユーザの指示に
従って、前記音声データ生成手段により生成した前記発言の音声データが前記第一の発言
者の発言の音声データよりも前に記憶されている第二の発言者の発言の音声データに対す
る発言であることを示す属性情報を音声データに付加する属性情報付加手段と、
　前記第一の発言者の発言の音声データと前記属性情報付加手段により付加した前記音声
データの属性情報を前記議事録管理サーバに送信する音声データ送信手段とを備え、
　前記議事録管理サーバは、
　前記情報処理装置から送信される前記第一の発言者の発言の音声データと前記第一の発
言者の発言の音声データの属性情報を受信する音声データ受信手段と、
　前記音声データ受信手段により受信した前記第一の発言者の発言の属性情報が、前記第
一の発言者の発言の音声データよりも前に記憶されている第二の発言者の発言の音声デー
タに対する発言であるかを判定する発言内容判定手段と、
　前記発言内容判定手段により前記第一の発言者の音声データの発言が前記第二の発言者
の発言に対する発言であると判定された場合、前記第一の発言者の発言の音声データと前
記第二の発言者の発言の音声データとを対応付けて記憶する関連音声記憶手段と、
　前記関連音声記憶手段により対応付けて記憶した前記第一の発言者の発言と前記第二の
発言者の発言とが対応付けてられていることが識別可能な状態で表示される表示データを
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生成する関連音声表示生成手段とを備えることを特徴とするネットワーク会議システム。
【請求項２】
　前記発言内容判定手段により、前記第一の発言者の発言の音声データが前記第二の発言
者の発言の音声データに対する発言ではないと判定された場合に、前記議事録管理サーバ
は、前記第一の発言者の発言の音声データを新たな内容の発言の音声データとして記憶す
る新規発言記憶手段とを更に備えることを特徴とする請求項１に記載のネットワーク会議
システム。
【請求項３】
　前記属性情報は、前記第一の発言者の発言が前記第二の発言者の発言に対して賛成して
いるのか否かの情報及び第一の発言者の発言時刻とを含む情報であり、
　前記関連音声表示生成手段は、前記第一の発言者の発言の属性情報を用いて、前記第一
の発言者の発言と前記第二の発言者の発言の対応を発言の前後関係が識別可能な形式で表
示することを特徴とする請求項１又は２に記載のネットワーク会議システム。
【請求項４】
　前記関連音声表示生成手段は、前記関連音声記憶手段により記憶した前記第一の発言者
の発言の音声データと前記第二の発言者の発言の音声データが対応していることを識別可
能な状態で表示する表示データを、会議の進行と並行して生成して表示することを特徴と
する請求項１乃至３のいずれか１項に記載のネットワーク会議システム。
【請求項５】
　前記関連音声記憶手段は、前記第一の発言者の発言及び前記第二の発言者の発言を更に
会話の項目毎に記憶することを特徴とする請求項１乃至４のいずれか１項に記載のネット
ワーク会議システム。
【請求項６】
　前記議事録管理サーバは、
　前記音声データ受信手段により受信した前記発言者の音声データをテキスト化してデー
タベースに登録する音声テキスト登録手段とを更に備えることを特徴とする請求項１乃至
５のいずれか１項に記載のネットワーク会議システム。
【請求項７】
　前記関連音声判定手段は、前記第一の発言者の発言の音声データのテキストを前記第一
の発言者よりも前に記憶されている第二の発言者の発言の音声データのテキストに照合し
て、対応した発言であることを判定することを特徴とする請求項６に記載のネットワーク
会議システム。
【請求項８】
　会議の発言者の発言の音声データを生成可能な複数の情報処理装置及び前記会議の発言
者の発言の音声データを記憶管理可能な議事録管理サーバから構成される、ネットワーク
会議システムを制御する制御方法であって、
　前記情報処理装置において、
　第一の発言者の発言から音声データを生成する音声データ生成ステップと、
　ユーザの指示に従って、前記音声データ生成ステップにより生成した前記音声データの
発言が前記第一の発言者の発言の音声データよりも前に記憶されている第二の発言者の発
言の音声データに対する発言であることを示す属性情報を音声データに付加する属性情報
付加ステップと、
　前記第一の発言者の発言の音声データと前記属性情報付加ステップにより付加した前記
音声データの属性情報を前記議事録管理サーバに送信する音声データ送信ステップとを有
し、
　前記議事録管理サーバにおいて、
　前記情報処理装置から送信される前記第一の発言者の発言の音声データと前記第一の発
言者の発言の音声データの属性情報を受信する音声データ受信ステップと、
　前記音声データ受信ステップにより受信した前記第一の発言者の発言の属性情報が、前
記第一の発言者の発言の音声データよりも前に記憶されている第二の発言者の発言の音声
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データに対する発言であるかを判定する発言内容判定ステップと、
　前記発言内容判定ステップにより前記第一の発言者の音声データの発言が前記第二の発
言者の発言に対する発言であると判定された場合、前記第一の発言者の発言の音声データ
と前記第二の発言者の発言の音声データとを対応付けて記憶する関連音声記憶ステップと
、
　前記関連音声記憶ステップにより対応付けて記憶した前記第一の発言者の発言と前記第
二の発言者の発言とが対応付けてられていることが識別可能な状態で表示する表示データ
を生成する関連音声表示生成ステップとを有することを特徴とするネットワーク会議シス
テムを制御する制御方法。
【請求項９】
　会議の発言者の発言の音声データを生成可能な複数の情報処理装置及び前記会議の発言
者の発言の音声データを記憶管理可能な議事録管理サーバから構成されるネットワーク会
議システムにおいて実行されるプログラムであって、
　前記情報処理装置を、
　第一の発言者の発言から音声データを生成する音声データ生成手段と、ユーザの指示に
従って、前記音声データ生成手段により生成した前記音声データの発言が前記第一の発言
者の発言の音声データよりも前に記憶されている第二の発言者の発言の音声データに対す
る発言であることを示す属性情報を音声データに付加する属性情報付加手段と、
　前記第一の発言者の発言の音声データと前記属性情報付加手段により付加した前記音声
データの属性情報を前記議事録管理サーバに送信する音声データ送信手段として機能させ
、
　前記議事録管理サーバを、
　前記情報処理装置から送信される前記第一の発言者の発言の音声データと前記第一の発
言者の発言の音声データの属性情報を受信する音声データ受信手段と、
　前記音声データ受信手段により受信した前記第一の発言者の発言の属性情報が、前記第
一の発言者の発言の音声データよりも前に記憶されている第二の発言者の発言の音声デー
タに対する発言であるかを判定する発言内容判定手段と、
　前記発言内容判定手段により前記第一の発言者の音声データの発言が前記第二の発言者
の発言に対する発言であると判定された場合、前記第一の発言者の発言の音声データと前
記第二の発言者の発言の音声データとを対応付けて記憶する関連音声記憶手段と、
　前記関連音声記憶手段により対応付けて記憶した前記第一の発言者の発言と前記第二の
発言者の発言とが対応付けてられていることが識別可能な状態で表示する表示データを生
成する関連音声表示生成手段として機能させることを特徴とするプログラム。
【請求項１０】
　会議の発言者の発言の音声データを生成可能であり、該会議の第一の発言者の発言が前
記第一の会議の発言者の発言よりも前に記憶されている第二の発言者の発言の音声データ
に対する発言であることを示す属性情報を音声データに付加可能な複数の情報処理装置と
接続可能である前記会議の発言者の発言の音声データを記憶管理可能な議事録管理サーバ
において、
　前記情報処理装置から送信される第一の発言者の発言から生成される該発言の音声デー
タと、ユーザの指示によって前記第一の発言者の発言の音声データに付加される属性情報
を受信する音声データ受信手段と、
　前記音声データ受信手段により受信した前記第一の発言者の発言の属性情報が、前記第
一の発言者の発言の音声データよりも前に記憶されている第二の発言者の発言の音声デー
タに対する発言であるかを判定する発言内容判定手段と、
　前記発言内容判定手段により前記第一の発言者の音声データの発言が前記第二の発言者
の発言に対する発言であると判定された場合、前記第一の発言者の発言の音声データと前
記第二の発言者の発言の音声データとを対応付けて記憶する関連音声記憶手段と、
　前記関連音声記憶手段により対応付けて記憶した前記第一の発言者の発言と前記第二の
発言者の発言とが対応付けてられていることが識別可能な状態で表示する表示データを生
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成する関連音声表示生成手段とを備えることを特徴とする議事録管理サーバ。
【請求項１１】
　会議の発言者の発言の音声データを生成可能であり、該会議の第一の発言者の発言が前
記第一の会議の発言者の発言よりも前に記憶されている第二の発言者の発言の音声データ
に対する発言であることを示す属性情報を音声データに付加可能な複数の情報処理装置と
接続可能である前記会議の発言者の発言の音声データを記憶管理可能な議事録管理サーバ
を制御する制御方法であって、
　前記情報処理装置から送信される第一の発言者の発言から生成される該発言の音声デー
タと、ユーザの指示によって前記第一の発言者の発言の音声データに付加される属性情報
を受信する音声データ受信ステップと、
　前記音声データ受信ステップにより受信した前記第一の発言者の発言の属性情報が、前
記第一の発言者の発言の音声データよりも前に記憶されている第二の発言者の発言の音声
データに対する発言であるかを判定する発言内容判定ステップと、
　前記発言内容判定ステップにより前記第一の発言者の音声データの発言が前記第二の発
言者の発言に対する発言であると判定された場合、前記第一の発言者の発言の音声データ
と前記第二の発言者の発言の音声データとを対応付けて記憶する関連音声記憶ステップと
、
　前記関連音声記憶ステップにより対応付けて記憶した前記第一の発言者の発言と前記第
二の発言者の発言とが対応付けてられていることが識別可能な状態で表示する表示データ
を生成する関連音声表示生成ステップとを備えることを特徴とする議事録管理サーバを制
御する制御方法。
【請求項１２】
　会議の発言者の発言の音声データを生成可能であり、該会議の第一の発言者の発言が前
記第一の会議の発言者の発言よりも前に記憶されている第二の発言者の発言の音声データ
に対する発言であることを示す属性情報を音声データに付加可能な複数の情報処理装置と
接続可能である前記会議の発言者の発言の音声データを記憶管理可能な議事録管理サーバ
において実行されるプログラムであって、
　前記議事録管理サーバを、
　前記情報処理装置から送信される第一の発言者の発言から生成される該発言の音声デー
タと、ユーザの指示によって前記第一の発言者の発言の音声データに付加される属性情報
を受信する音声データ受信手段と、
　前記音声データ受信手段により受信した前記第一の発言者の発言の属性情報が、前記第
一の発言者の発言の音声データよりも前に記憶されている第二の発言者の発言の音声デー
タに対する発言であるかを判定する発言内容判定手段と、
　前記発言内容判定手段により前記第一の発言者の音声データの発言が前記第二の発言者
の発言に対する発言であると判定された場合、前記第一の発言者の発言の音声データと前
記第二の発言者の発言の音声データとを対応付けて記憶する関連音声記憶手段と、
　前記関連音声記憶手段により対応付けて記憶した前記第一の発言者の発言と前記第二の
発言者の発言とが対応付けてられていることが識別可能な状態で表示する表示データを生
成する関連音声表示生成手段として機能させることを特徴とするプログラム。
【請求項１３】
　請求項９記載のプログラムを格納するコンピュータ読み取り可能な記憶媒体。
【請求項１４】
　請求項１２記載のプログラムを格納するコンピュータ読み取り可能な記憶媒体。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】発明の名称
【補正方法】変更
【補正の内容】
【発明の名称】ネットワーク会議システム、その制御方法、プログラム及び記憶媒体、並
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びに議事録管理サーバ、その制御方法、プログラム、及び記憶媒体
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００１】
　本発明は、ネットワーク会議システム、その制御方法、プログラム及び記憶媒体、並び
に議事録管理サーバ、その制御方法、プログラム、及び記憶媒体に関し、特に、会議の議
事録を詳細に作成するネットワーク会議システム、その制御方法、プログラム及び記憶媒
体、並びに議事録管理サーバ、その制御方法、プログラム、及び記憶媒体に関する。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００５】
　本発明の目的は、会議の出席者が通信回線を経由した場合でも、実際に会議を行ってい
る状態に近い会議を進行することができると共に、会議を第三者が事後的に追体験可能な
議事録（時間単位、人単位、テーマ（サブテーマ）単位の議事録）を作成することができ
るネットワーク会議システム、その制御方法、プログラム及び記憶媒体、並びに議事録管
理サーバ、その制御方法、プログラム、及び記憶媒体を提供することにある。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　上記目的を達成するために、請求項１記載のネットワーク会議システムは、会議の発言
者の発言の音声データを生成可能な複数の情報処理装置及び前記会議の発言者の発言の音
声データを記憶管理可能な議事録管理サーバから構成されるネットワーク会議システムに
おいて、前記情報処理装置は、第一の発言者の発言から音声データを生成する音声データ
生成手段と、ユーザの指示に従って、前記音声データ生成手段により生成した前記発言の
音声データが前記第一の発言者の発言の音声データよりも前に記憶されている第二の発言
者の発言の音声データに対する発言であることを示す属性情報を音声データに付加する属
性情報付加手段と、前記第一の発言者の発言の音声データと前記属性情報付加手段により
付加した前記音声データの属性情報を前記議事録管理サーバに送信する音声データ送信手
段とを備え、前記議事録管理サーバは、前記情報処理装置から送信される前記第一の発言
者の発言の音声データと前記第一の発言者の発言の音声データの属性情報を受信する音声
データ受信手段と、前記音声データ受信手段により受信した前記第一の発言者の発言の属
性情報が、前記第一の発言者の発言の音声データよりも前に記憶されている第二の発言者
の発言の音声データに対する発言であるかを判定する発言内容判定手段と、前記発言内容
判定手段により前記第一の発言者の音声データの発言が前記第二の発言者の発言に対する
発言であると判定された場合、前記第一の発言者の発言の音声データと前記第二の発言者
の発言の音声データとを対応付けて記憶する関連音声記憶手段と、前記関連音声記憶手段
により対応付けて記憶した前記第一の発言者の発言と前記第二の発言者の発言とが対応付
けてられていることが識別可能な状態で表示される表示データを生成する関連音声表示生
成手段とを備えることを特徴とする。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　請求項８記載の制御方法は、会議の発言者の発言の音声データを生成可能な複数の情報
処理装置及び前記会議の発言者の発言の音声データを記憶管理可能な議事録管理サーバか
ら構成されるネットワーク会議システムを制御する制御方法であって、前記情報処理装置
において、第一の発言者の発言から音声データを生成する音声データ生成ステップと、ユ
ーザの指示に従って、前記音声データ生成ステップにより生成した前記音声データの発言
が前記第一の発言者の発言の音声データよりも前に記憶されている第二の発言者の発言の
音声データに対する発言であることを示す属性情報を音声データに付加する属性情報付加
ステップと、前記第一の発言者の発言の音声データと前記属性情報付加ステップにより付
加した前記音声データの属性情報を前記議事録管理サーバに送信する音声データ送信ステ
ップとを有し、前記議事録管理サーバにおいて、前記情報処理装置から送信される前記第
一の発言者の発言の音声データと前記第一の発言者の発言の音声データの属性情報を受信
する音声データ受信ステップと、前記音声データ受信ステップにより受信した前記第一の
発言者の発言の属性情報が、前記第一の発言者の発言の音声データよりも前に記憶されて
いる第二の発言者の発言の音声データに対する発言であるかを判定する発言内容判定ステ
ップと、前記発言内容判定ステップにより前記第一の発言者の音声データの発言が前記第
二の発言者の発言に対する発言であると判定された場合、前記第一の発言者の発言の音声
データと前記第二の発言者の発言の音声データとを対応付けて記憶する関連音声記憶ステ
ップと、前記関連音声記憶ステップにより対応付けて記憶した前記第一の発言者の発言と
前記第二の発言者の発言とが対応付けてられていることが識別可能な状態で表示する表示
データを生成する関連音声表示生成ステップとを有することを特徴とする。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　請求項９記載のプログラムは、会議の発言者の発言の音声データを生成可能な複数の情
報処理装置及び前記会議の発言者の発言の音声データを記憶管理可能な議事録管理サーバ
から構成されるネットワーク会議システムにおいて実行されるプログラムであって、前記
情報処理装置を、第一の発言者の発言から音声データを生成する音声データ生成手段と、
ユーザの指示に従って、前記音声データ生成手段により生成した前記音声データの発言が
前記第一の発言者の発言の音声データよりも前に記憶されている第二の発言者の発言の音
声データに対する発言であることを示す属性情報を音声データに付加する属性情報付加手
段と、前記第一の発言者の発言の音声データと前記属性情報付加手段により付加した前記
音声データの属性情報を前記議事録管理サーバに送信する音声データ送信手段として機能
させ、前記議事録管理サーバを、前記情報処理装置から送信される前記第一の発言者の発
言の音声データと前記第一の発言者の発言の音声データの属性情報を受信する音声データ
受信手段と、前記音声データ受信手段により受信した前記第一の発言者の発言の属性情報
が、前記第一の発言者の発言の音声データよりも前に記憶されている第二の発言者の発言
の音声データに対する発言であるかを判定する発言内容判定手段と、前記発言内容判定手
段により前記第一の発言者の音声データの発言が前記第二の発言者の発言に対する発言で
あると判定された場合、前記第一の発言者の発言の音声データと前記第二の発言者の発言
の音声データとを対応付けて記憶する関連音声記憶手段と、前記関連音声記憶手段により
対応付けて記憶した前記第一の発言者の発言と前記第二の発言者の発言とが対応付けてら
れていることが識別可能な状態で表示する表示データを生成する関連音声表示生成手段と
して機能させることを特徴とする。
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　請求項１０記載の議事録管理サーバは、会議の発言者の発言の音声データを生成可能で
あり、該会議の第一の発言者の発言が前記第一の会議の発言者の発言よりも前に記憶され
ている第二の発言者の発言の音声データに対する発言であることを示す属性情報を音声デ
ータに付加可能な複数の情報処理装置と接続可能である前記会議の発言者の発言の音声デ
ータを記憶管理可能な議事録管理サーバにおいて、前記情報処理装置から送信される第一
の発言者の発言から生成される該発言の音声データと、ユーザの指示によって前記第一の
発言者の発言の音声データに付加される属性情報を受信する音声データ受信手段と、前記
音声データ受信手段により受信した前記第一の発言者の発言の属性情報が、前記第一の発
言者の発言の音声データよりも前に記憶されている第二の発言者の発言の音声データに対
する発言であるかを判定する発言内容判定手段と、前記発言内容判定手段により前記第一
の発言者の音声データの発言が前記第二の発言者の発言に対する発言であると判定された
場合、前記第一の発言者の発言の音声データと前記第二の発言者の発言の音声データとを
対応付けて記憶する関連音声記憶手段と、前記関連音声記憶手段により対応付けて記憶し
た前記第一の発言者の発言と前記第二の発言者の発言とが対応付けてられていることが識
別可能な状態で表示する表示データを生成する関連音声表示生成手段とを備えることを特
徴とする。
　請求項１１記載の制御方法は、会議の発言者の発言の音声データを生成可能であり、該
会議の第一の発言者の発言が前記第一の会議の発言者の発言よりも前に記憶されている第
二の発言者の発言の音声データに対する発言であることを示す属性情報を音声データに付
加可能な複数の情報処理装置と接続可能である前記会議の発言者の発言の音声データを記
憶管理可能な議事録管理サーバを制御する制御方法であって、前記情報処理装置から送信
される第一の発言者の発言から生成される該発言の音声データと、ユーザの指示によって
前記第一の発言者の発言の音声データに付加される属性情報を受信する音声データ受信ス
テップと、前記音声データ受信ステップにより受信した前記第一の発言者の発言の属性情
報が、前記第一の発言者の発言の音声データよりも前に記憶されている第二の発言者の発
言の音声データに対する発言であるかを判定する発言内容判定ステップと、前記発言内容
判定ステップにより前記第一の発言者の音声データの発言が前記第二の発言者の発言に対
する発言であると判定された場合、前記第一の発言者の発言の音声データと前記第二の発
言者の発言の音声データとを対応付けて記憶する関連音声記憶ステップと、前記関連音声
記憶ステップにより対応付けて記憶した前記第一の発言者の発言と前記第二の発言者の発
言とが対応付けてられていることが識別可能な状態で表示する表示データを生成する関連
音声表示生成ステップとを備えることを特徴とする。
　請求項１２記載のプログラムは、会議の発言者の発言の音声データを生成可能であり、
該会議の第一の発言者の発言が前記第一の会議の発言者の発言よりも前に記憶されている
第二の発言者の発言の音声データに対する発言であることを示す属性情報を音声データに
付加可能な複数の情報処理装置と接続可能である前記会議の発言者の発言の音声データを
記憶管理可能な議事録管理サーバにおいて実行されるプログラムであって、前記議事録管
理サーバを、前記情報処理装置から送信される第一の発言者の発言から生成される該発言
の音声データと、ユーザの指示によって前記第一の発言者の発言の音声データに付加され
る属性情報を受信する音声データ受信手段と、前記音声データ受信手段により受信した前
記第一の発言者の発言の属性情報が、前記第一の発言者の発言の音声データよりも前に記
憶されている第二の発言者の発言の音声データに対する発言であるかを判定する発言内容
判定手段と、前記発言内容判定手段により前記第一の発言者の音声データの発言が前記第
二の発言者の発言に対する発言であると判定された場合、前記第一の発言者の発言の音声
データと前記第二の発言者の発言の音声データとを対応付けて記憶する関連音声記憶手段
と、前記関連音声記憶手段により対応付けて記憶した前記第一の発言者の発言と前記第二
の発言者の発言とが対応付けてられていることが識別可能な状態で表示する表示データを
生成する関連音声表示生成手段として機能させることを特徴とする。
　請求項１３記載のコンピュータ読み取り可能な記憶媒体は、請求項９記載のプログラム
を格納することを特徴とする。
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　請求項１４記載のコンピュータ読み取り可能な記憶媒体は、請求項１２記載のプログラ
ムを格納することを特徴とする。
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